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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、クローディンタンパク質ファミリーに属し、そのメンバーはタイトジャンクションにのみ局在する主要な膜貫通タンパク質として同定されています。クローディンは臓器特異的に発現し、タイトジャンクションの組織特異的な生理学的特性を制御します。このタンパク質は腸管で発現します。この遺伝子には、5'非翻訳領域が異なる選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年1月],機能：カルシウム非依存性細胞接着活性を介して、タイトジャンクション特異的な細胞間隙の閉塞に主要な役割を果たす。,類似性：クローディンファミリーに属する。,サブユニット：他のCLDNとホモポリマーおよびヘテロポリマーを形成できる。ホモポリマーはCLDN3と相互作用するが、CLDN1のホモポリマーとは相互作用しない。TJP1/ZO-1、TJP2/ZO-2、およびTJP3/ZO-3と直接相互作用する。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、タイトジャンクション、白血球の内皮透過移動、
	画像データ
	

	Claudin 2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NIH/3T3細胞ライセートのClaudin 2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のClaudin-2ポリクローナル抗体を用いたマウス腎臓細胞のウェスタンブロット分析

